
エ
イ
サ
ー
で
パ
レ
ー
ド

浅
草
×
那
覇
　

２
つ
の「
国
際
通
り
」が
連
携

店
頭
交
流
に
商
機
あ
り

第

期
生
　

橋
　

利
次
氏
　
　

杉
並
区
商
連

青
年
部
副
部
長

た
か

は
し

と
し

つ
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　接客に役立つ英会話　
～下北沢一番街（振）テキストより～

C３　美容院編①

神楽坂商店街振興組合（新宿区）

伝
統
と
モ
ダ
ン
が
融
合
す
る
街

中
小
企
業
診
断
士
　

嶋
田
　
伸

【
商
店
街
の
概
要
】

【
商
店
街
の
活
動
】

【
商
店
街
の
課
題
】

困
り
ま
す
！

自
転
車
置
き
ざ
り

知
ら
ん
ぷ
り


～

日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

現場学習では、「経営環境が異なる商店街にこそ学ぶものが多かった」

　
Ｊ
Ｒ
荻
窪
駅
前
ル
ミ
ネ
か
ら
フ

ロ
ア
直
結
の
、
ビ
ル
内
集
約
型
商

店
街「
荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
」。西

友
も
入
居
す
る
７
階
建
て
店
内
に

は
、生
鮮
か
ら
日
用
品
ま
で

店

舗
が
ひ
し
め
く
。５
年
前
の
全
面

改
装
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
、ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
や
一
部
フ
ロ
ア
で

は
集
中
レ
ジ
も
導
入
。「
お
し
ゃ
れ

な
買
い
物
は
ル
ミ
ネ
、価
格
重
視

で
い
い
も
の
は
西
友
、日
々
の
生

活
を
支
え
る
も
の
は
荻
窪
タ
ウ
ン

セ
ブ
ン
と
、地
元
客
は
使
い
分
け

し
て
い
る
」。

　
地
下
階
の
八
百
屋「
丸
功
」前
で

は
、従
業
員
と
な
じ
み
客
が
今
日

の
お
か
ず
や
旬
野
菜
、そ
し
て
世

間
話
に
花
を
咲
か
せ
る
。「
そ
ん

な
ビ
ル
化
以
前
か
ら
の
な
じ
み
客

に
こ
そ
店
は
支
え
ら
れ
て
い
る
」。

前
身
の
荻
窪
新
興
商
店
街
が

年

前
に
、
隣
接
の
西
友
と
と
も
に
ビ

ル
化
し
た
当
時
は

歳
。
そ
ん
な

路
面
型
商
店
街
時
代
の
〝
記
憶
〟

を
共
有
す
る
地
元
客
に
と
っ
て
、

ビ
ル
と
な
っ
た
今
で
も
店
主
と
の

心
理
的
な
〝
近
さ
〟
は
変
わ
ら
な

い
。
「
こ
う
し
た
地
場
商
店
街
と

し
て
の
強
み
を
生
か
し
て
こ
そ
、

大
型
店
と
も
共
存
共
栄
し
て
い
け

る
」
と
の
信
念
だ
。

　
客
層
の
高
齢
化
や
ネ
ッ
ト
ス
ー

パ
ー
へ
の
対
抗
上
、
自
宅
へ
の
配

達
に
も
対
応
し
て
い
る
が
「
あ
く

ま
で
も
店
頭
に
足
を
運
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
基
本
」
。
店
頭
で
の
呼

び
込
み
か
ら
、
お
す
す
め
旬
野
菜

や
仕
入
ル
ー
ト
情
報
、
調
理
法
、

そ
し
て
支
払
い
の
や
り
と
り
ま

で
、
「
客
と
の
店
頭
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
こ
そ
最
大

化
す
べ
き
」
。
そ
ん
な
想
い
か
ら

現
在
の
と
こ
ろ
、
集
中
レ
ジ
に
も

あ
え
て
参
加
し
て
い
な
い
。

　
商
店
街
大
学
で
は
他
の
商
店
街

視
察
が
刺
激
に
な
っ
た
と
し
な
が

ら
も
、
「
荻
窪
こ
そ
が
居
心
地
の

良
い
街
。
そ
ん
な
街
全
体
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
。
副
支
部

長
を
務
め
る
東
京
商
工
会
議
所
荻

窪
支
部
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
荻
窪
カ
レ
ー
」
（
仮
題
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
携
わ
る
。特
徴
は
、

「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
か
ら

も
親
し
ま
れ
る
フ
ル
ー
テ
ィ
な

味
」
。
〝
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ

る
〟
路
面
型
時
代
の
、
商
店
街

〝
Ｄ
Ｎ
Ａ
〟
を
し
っ
か
り
受
け
継

い
だ
、
若
き
リ
ー
ダ
ー
の
今
後
に

も
期
待
し
た
い
。

商　店　街　ニ　ュ　ー　ス （４）第号平成年月日（毎月日発行）

いらっしゃいませ。
　▶Hello.
いらっしゃいませ。（リピーターの方）
　▶Hello. Thank you for visiting us again.
　▶Hello. Thank you for coming again.
今なら（予約なしで）大丈夫です。
　▶we are available now.
今はあいにく一杯ですが、明日の２時ならご予
約できます。よろしいですか？
　▶We are not available now, but we are
(available) at two o`clock tomorrow. Is it OK?
明日の午前中／午後／夜はいかがですか？
　▶How　about　tomorrow　morning/afternoon/

evening?
９月日の午後８時はいかがですか？
　▶How about th September 8 o`clock p.m.?
こちらへどうぞ。
　▶This way, please.
おかけください。
　▶Take a seat, please.

今日はいかが（何を）されますか？
　▶What would you like?
ヘアカットされますか？
　▶Hair cut?
パーマされますか？
　▶Curl?/Perm?
カラーされますか？
　▶Dyeing?/Dyes?
【ヘアカット】
ヘアスタイルはどのようにされますか？
（ヘアカットの形など見本の写真で）
　▶What hair style would you like?
お好みを指で示してください。
　▶Please point at your favorite picture.
　　又は、Which would you like?でも可。
（写真を見せながら）こちらはいかがですか？
　▶How about this one?
お好みのものがありますか？
　▶Something you like?
こちらがはやりです。
　▶This is in fashion.
かっこいいですよ。
　▶Looks cool.
可愛いですよ。
　▶Looks cute.
美しいですよ。（ご年配系）
　▶Looks lovely.
セクシーですよ。
　▶Looks hot.

商
店
街
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
コ
ボ
ち
ゃ
ん
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
神
楽
坂
は
新
宿
区
の
北
東
地

域
に
あ
り
、
「
神
楽
坂
商
店
街

振
興
組
合
」
は
、
地
下
鉄
東
西

線
の
神
楽
坂
駅
か
ら
大
久
保
通

り
交
差
点
ま
で
の
約
３
３
０
㍍

の
早
稲
田
通
り
を
主
と
す
る
神

楽
坂
６
丁
目
商
店
街
で
す
。
神

楽
坂
商
店
街
振
興
組
合
の
前
身

は
、
昭
和

年
２
月
、
神
楽
坂

６
丁
目
に
設
立
さ
れ
た
「
大
神

楽
坂
商
業
協
同
組
合
」で
あ
り
、

現
在
の
「
神
楽
坂
商
店
街
振
興

組
合
」
と
し
て
、
昭
和

年
４

月
に
法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。

　「
神
楽
坂
商
店
街
振
興
組
合
」

は
、
早
稲
田
通
り
沿
い
の
歩
道

や
街
路
灯
な
ど
を
整
備
し
、
近

代
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
周

辺
に
は
、
牛
込
中
央
通
り
商
店

会
、
神
楽
坂
通
り
商
店
会
、
本

多
横
丁
商
店
会
、
神
楽
坂
仲
通

り
商
店
会
な
ど
が
あ
り
、
そ
の

周
辺
の
商
店
街
と
の
相
乗
効
果

も
あ
っ
て
、
当
該
商
店
街
は
休

日
に
は
来
街
者
や
地
元
の
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
一
歩
路
地
に
入
る
と
閑

静
な
住
宅
街
が
広
が
り
、
対
照

的
な
趣
が
あ
り
ま
す
。
神
楽
坂

に
は
花
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
路
地
に
は
花
街
特
有
の

雰
囲
気
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、

伝
統
を
受
け
継
ぐ
老
舗
と
モ
ダ

ン
な
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
が
自
然
に
融
合
し
、
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
ま
す
。

　
５
月
に
「
春
の
青
空
フ
ェ
ス

タ
」、７
月
に「
中
元
セ
ー
ル
」、

「
神
楽
坂
ま
つ
り
」
、
９
月
に

「
防
災
ふ
れ
あ
い
広
場
」
、


月
に「
秋
の
青
空
フ
ェ
ス
タ
」、


月
に
は
「
歳
末
セ
ー
ル
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
７
月
の
「
神
楽
坂
ま
つ
り
」

で
行
わ
れ
る
都
内
で
最
初
に
開

催
さ
れ
た
阿
波
踊
り
は
今
年
で


回
目
を
数
え
、
ほ
お
ず
き
市

と
共
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
お

祭
り
と
し
て
す
っ
か
り
お
馴
染

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
８
月
に
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
「
コ
ボ
ち
ゃ
ん
」
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
コ
ボ
ち

ゃ
ん
」
は
、
神
楽
坂
に
在
住
の

植
田
ま
さ
し
氏
が
読
売
新
聞
朝

刊
に
連
載
し
て
い
る
４
コ
マ
漫

画
の
主
人
公
「
コ
ボ
ち
ゃ
ん
」

を
モ
デ
ル
に
、
彫
刻
家
山
田
朝

彦
氏
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
も
の

で
す
。
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
る

商
店
街
を
目
指
す
「
神
楽
坂
商

店
街
振
興
組
合
」
の
新
た
な
シ

ン
ボ
ル
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
に
、

月
に
は
、

福
井
県
が
主
催
す
る
「
越
前
・

若
狭
祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
、
神
楽
坂
の
矢
来
公

園
辺
り
に
若
狭
小
浜
藩
邸
が
あ

り
、
「
解
体
新
書
」
を
著
し
た

蘭
学
者
で
、
小
浜
藩
に
仕
え
る

医
者
で
も
あ
っ
た
杉
田
玄
白
も

こ
の
屋
敷
内
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
矢
来
公
園
内
に
は
現
在

「
小
浜
藩
邸
跡
」
と
「
杉
田
玄

白
生
誕
の
地
」
を
併
記
し
た
記

念
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
縁
か
ら
、
神
楽
坂
商

店
街
に
お
い
て
「
越
前
・
若
狭

ま
つ
り
」
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
越
前
・
若
狭
の
特
産
品

の
試
食
・
販
売
会
」を
は
じ
め
、

「
小
浜
藩
主
・
酒
井
大
老
の
登

城
行
列
」
や
、
「
ワ
ン
コ
イ
ン

で
食
べ
ら
れ
る
越
前
・
若
狭
ラ

ン
チ
」、「
恐
竜
頭
骨（
複
製
）

の
展
示
」な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
商
店

街
に
比
べ
、
比
較
的
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
る
神
楽
坂
商
店
街
で

す
が
、
神
楽
坂
と
い
う
地
で
独

自
性
を
出
し
て
い
く
た
め
に

は
、
５
年
後
、

年
後
を
見
据

え
た
活
動
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
地
域
の
再

開
発
に
よ
り
、
人
の
流
れ
が
変

わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
神
楽
坂
通
り
と
交
差
す
る

大
久
保
通
り
は
、
片
側
１
車
線

か
ら
片
側
２
車
線
に
す
る
拡
幅

計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
神
楽
坂
の
「
坂
上
」

と
「
坂
下
」
で
街
が
分
断
さ
れ

る
こ
と
や
自
動
車
交
通
量
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

昔
か
ら
の
住
居
が
次
々
と
マ
ン

シ
ョ
ン
に
建
て
替
え
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
の
住
民
以
外
の
人
々
が

増
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
薄
れ
て
い
く
可
能
性

も
あ
り
、
街
に
と
っ
て
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
環
境

変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
対
処
療
法
で
は
な
く
、

「
神
楽
坂
商
店
街
振
興
組
合
」

と
し
て
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
メ

ン
バ
ー
全
員
が
共
有
し
て
、
問

題
意
識
を
も
っ
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。さ
ら
に
、

神
楽
坂
地
域
の
住
民
だ
け
で
な

く
、
神
楽
坂
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
方
々
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
都
内
の
各
駅
周
辺
に
は
、

大
量
か
つ
無
秩
序
に
自
転
車

等
が
放
置
さ
れ
、
歩
行
者
の

通
行
を
阻
害
し
街
の
美
観
を

損
ね
る
な
ど
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
放
置
自
転
車
問

題
を
広
く
都
民
に
訴
え
る
た

め
、今
年
も

月

日（
木
）

～

日
（
土
）
に
か
け
て
東

京
都
や
区
市
町
村
、
国
土
交

通
省
、
警
視
庁
な
ど
関
係
諸

機
関
が
相
互
に
連
携
し
て
、

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。

　
期
間
中
は
各
駅
前
で
の
放

置
自
転
車
の
規
制
・
撤
去
等

を
行
い
ま
す
。
と
く
に
今
年

は
、
放
置
自
転
車
の
削
減
数

値
目
標
達
成
へ
向
け
て
の
最

終
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
各

商
店
街
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
台
東
区
の
浅
草
国
際
通
り

に
９
月

日
、
勇
壮
な
昇
龍

太
鼓
の
音
と
と
も
に
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
琉
球
舞
踊
・
エ

イ
サ
ー
パ
レ
ー
ド
が
登
場
し

た
。
こ
れ
は
〝
ビ
ー
ト
ス
ト

リ
ー
ト
〟
こ
と
、
浅
草
国
際

通
り
商
店
街
連
合
会
（
平
井

孝
明
会
長
）
主
催
の
「
祝
！

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業


周
年
　
浅
草
国
際
通
り
ビ

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
５
」
の
一
環
。
本
場
沖
縄

チ
ー
ム
に
続
き
、
都
内
な
ど

の
４
チ
ー
ム
が
登
場
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
通
り
沿
い
で

は
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
の

空
地
ス
ペ
ー
ス
で
の
各
エ
イ

サ
ー
チ
ー
ム
演
舞
シ
ョ
ー
を

は
じ
め
、
沖
縄
県
の
公
式
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
沖
縄
立

飲
み
店
で
の
沖
縄
そ
ば
、
ス

パ
ム
む
す
び
等
の
提
供
な

ど
、
琉
球
文
化
た
っ
ぷ
り
に

来
街
者
を
〝
お
も
て
な
し
〟

し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
先
駆
け
て
商
店
街

各
店
頭
で
は
９
月
６
日
～


日
に
か
け
て
、
店
頭
で
の
買

い
物
客
に
共
通
商
品
券
や
駄

菓
子
セ
ッ
ト
が
当
た
る
福
引

抽
選
券
の
配
布
も
実
施
。
イ

ベ
ン
ト
当
日
に
は
そ
の
抽
選

会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
野
菜

・
果
物
詰
め
放
題
の
ワ
ゴ
ン

セ
ー
ル
な
ど
も
提
供
し
て
い

る
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
沖

縄
県
那
覇
市
の
国
際
通
り
商

店
街
連
合
会
や
沖
縄
県
の
協

力
を
得
て
実
施
し
た
も
の
。

「
国
際
通
り
」
と
い
う
同
じ

名
称
を
持
つ
商
店
街
同
士
と

い
う
縁
か
ら
、
７
年
ほ
ど
前

か
ら
相
互
に
イ
ベ
ン
ト
等
で

交
流
を
重
ね
て
い
る
。

　
パ
レ
ー
ド
に
先
駆
け
て
の

出
発
式
で
は
平
井
会
長
が
、

沖
縄
で
の
１
万
人
に
よ
る
エ

イ
サ
ー
の
賑
わ
い
を
紹
介
し

な
が
ら
、
今
回
で
８
回
目
と

な
る
エ
イ
サ
ー
パ
レ
ー
ド
で

の
交
流
を
振
り
返
り
、
「
今

後
、
エ
イ
サ
ー
パ
レ
ー
ド
を

台
東
区
全
域
で
盛
り
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
い
き
た

い
」
と
の
抱
負
を
披
露
。
来

賓
あ
い
さ
つ
で
は
服
部
征
夫

区
長
が
、
と
も
に
地
元
の
み

な
ら
ず
観
光
集
客
に
も
優
れ

た
２
つ
の
「
国
際
通
り
」
を

讃
え
て
、
「
エ
イ
サ
ー
パ
レ

ー
ド
が
浅
草
と
沖
縄
を
結
ぶ

架
け
橋
に
な
っ
て
い
る
」
と

の
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
ま
た

田
端
一
雄
　
沖
縄
県
東
京
事

務
所
所
長
は
、
「
勇
壮
な
太

鼓
の
音
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

踊
り
を
存
分
に
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
、
沖
縄
方
言
も
交

え
な
が
ら
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
会
場
に
は
こ
の
ほ
か
、
地

元
警
察
署
長
や
地
元
選
出
議

員
、早
津
司
朗
区
商
連
会
長
、

周
辺
商
店
街
関
係
者
ら
も
多

数
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
、

台
東
区
を
上
げ
て
盛
り
上
げ

る
機
会
と
な
っ
た
。

１
車
線
を
封
鎖
し
た
国
際
通
り

を
琉
球
舞
踊
チ
ー
ム
を
先
頭

に
、
都
内
な
ど
の
４
チ
ー
ム
が

華
麗
に
演
舞


